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序  文

高岡町は、宮崎市の近郊に位置し、大規模な諸開発の増加が予想されます。高岡町教育委員会では、こ

れらに対応するため、調査体制を整えるとともに、1991・ 1992年度に実施した町内遺跡詳細分布調査の

結果をもとに、開発に伴う遺跡の確認を目的とした町内遺跡発掘調査を実施しております。本書は、

1997～ 1999年度に実施したそれらの調査の報告と1996年 に実施した人児遺跡発掘調査の本報告でありま

す。この調査が、開発と埋蔵文化財の保存とが共存しうるきっかけになることを希望します。最後に、調

査に御協力頂いた諸関係機関や地権者の方々に深く感謝申し上げます。

平成12年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中山芳教
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はじめに

1 高岡の環境
70%以上を山林が占める高岡町は、東側に宮崎平野を限下にし標高170m以上の台地が西に広大に広が

る。

高岡町の遺跡は、現在知られているだけで140箇所あり、それらの遺跡のほとんどは、町中央を東流す

る大淀川やその支流 (内山川・浦之名川など)に より形成された河岸段丘状に位置している。

旧石器時代では、1998年 に調査を実施した向屋敷遺跡は、集石遺構と共にナイフ形石器やスクレイパ

ーが出土している。

縄文時代の遺跡は、特に早期と後期の遺跡が多く知られており、早期は、橋山第 1遺跡・天ケ城跡・宗

栄司遺跡・橋上遺跡 。久木野遺跡の 5遺跡で、すでに発掘調査が実施されている。橋山第 1遺跡は、早期

と後期初頭の遺構遺物が検出された。早期は、幾形式かの集石遺構と、それに伴い、前平 。塞ノ神式等の

貝殻文系円筒土器や押型文土器、そして、環状石斧などが出上している。後期は、阿高系の岩崎式上器が

出上している。また、多くの石錘が出上しており、当時の生活環境を知りうることができる。天ケ城跡は、

標高120mの独立した丘陵に位置し、集石遺構に伴い押型文を中心とした早期の遺物が出土している。表

採資料からは、山子遺跡が以前から知られており、浦之名川上流に位置する赤木遺跡と同様に後期の貝殻

条痕文土器が表採される。

弥生時代では、学頭遺跡があげられる。学頭遺跡は複合遺跡であり、時期は中期後半から終末までが確

認されている。また、城ケ峰遺跡では、後期の遺物が出土している。

古墳時代では、東高岡地区と浦之名一里山地区の丘陵を中心として遺跡が広がっている。久木野地下式

横穴墓地群で 3基の調査が行われており、1984年 の調査では鉄斧と玉類が出上し6世紀前半とされてい

る。また、学頭遺跡では初頭～前期にかけての遺物が出上し弥生時代から引き続き集落が営まれている。

それに隣接した八児遺跡でも住居跡が検出されている。

古代は、文献によると高岡周辺は「穆佐郷」と言われていた。古代になると、宗栄司遺跡・蕨野遺跡・

二反田遺跡があり前者 2遺跡で調査が行われている。蕨野遺跡では、 9C後半の土師器生産に伴う焼成上

坑 (窯)が検出されている。

中世では、12世紀に「島津庄穆佐院」といわれ、南北朝期を経て、島津氏と伊東氏の興亡の歴史の中

に入っていく。この時代の代表的なものは山城である。南北朝期は、穆佐城が日向の中心となり足利氏の

九州における勢力拡大の拠点となった。それ以後、小規模な山城が点在したと考えられ、現在10箇所以

上 (文献等では18箇所)を確認している。穆佐城は、縄張り調査により、南九州特有の特徴をもつとと

もに、機能分化をもたせた山城として評価されている。その後、穆佐城は、津島久豊 (8代)。 忠回 (9

代)の居城、伊東氏48城のひとつとなるなど両氏の勢力争いの表舞台にあった。

この時期までの中心地が穆佐城周辺だったのに対して、近世になると天ヶ城周辺に一変する。薩摩藩は、

天ケ城 (高岡郷)と穆佐城 (穆佐郷)の裾地に多くの郷士を居住させた。そして、綾、倉岡とともに関外

四ケ郷として、特に高岡郷はその中心として薩摩藩の東狽Iの防御の要として発展する。高岡麓遺跡では、

計画的な街路設計がなされ郷士屋敷群と町屋群に分割されている。第 1次調査における町屋の調査で素堀

の井戸や土坑等を検出し、また1994年の調査では、武家屋敷の一画を調査している。
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Ⅱ

高岡町は、宮崎市に隣接しているにも関わらず大規模開発というものに縁遠いところである。地理的条

件が良好であるわりには、宮崎市の南北に位置する佐土原町や清武町のようなベットタウン化されること

はなかった。そのような開発の遅れは、法的規制によるところが大きく、それがかえって現況を破壊され

ることなく、埋蔵文化財にいたっては残存している遺跡も多い。しかしながら開発が全くなかったわけで

はなく、確実に遺跡は破壊されてきたのである。まず戦後の小規模な回場整備や1965年頃始まったパイ

ロット事業、そして、国道10号線バイパスを始め各種の舗装道路、官公庁の庁舎建設、民間では、小規

模な宅地造成や個人の農地造成、農作物の栽培での蜜柑やごぼうなどの深耕を必要とするもの。また、近

世の中心遺跡の場所に教育委員会施設であるR・ C構造の校舎建設などである。

これらの開発は、埋蔵文化財に対する保存の意識はまったくなく、あくまでも生活利益先行の結果であ

る。これは、文化財保護法を施行させるための体制がなかったためで、宮崎県内でそのような体制づくり

がなされたのがひと昔前と考えれば、市町村レベルにおいての意識の低さは当然といえる。

さて、最近の町内の傾向は、まず、周辺市町村で見られる大規模開発は無く、小規模開発については、

公共事業を中心に毎年コンスタントに事業が計画されている。町の単独事業は事業規模が小さく、地下遺

構に影響を与える事業のほとんどは補助事業である。最近の傾向として農道関連の開発が増加しておりこ

の傾向はしばらく続くものと思われる。個人住宅に関しては、また徐々に増加傾向を示している。さらに

建造物の基礎強化により、地下遺構に影響を与える工法が増加するものと思われそれらに対応するための

システムの確立が緊急の課題であろう。

これらの開発に対しては、可能な限りの試掘と立ち会い調査で対応し、破壊される遺跡については本調

査を実施している。しかし、これらも事前に計画が確認できるものについてのみの応対であり開発のすべ

てではない。現在のところ特に小規模な民間開発においては把握するのは困難である。教育委員会で把握

できるものは、開発申請や建築の確認申請、農地転用許可によるものであり、それ以外の開発は発見時で

の対応となり工事の中断・工期の延長を引き起こしている。公共事業においても計画段階で協議を求めて

くるのは希である。発掘調査が事業者側に課せられた義務であることを周知徹底させることと、開発に対

する埋蔵文化財独自のチェック機構を早急に確立させることが必要である。また、仮にこのように開発の

把握が可能になった場合、今の教育委員会の体制では対応することは困難であり、同時に受け皿の強化を

図らなければない。広域的な調査協力やさらには現体制そのものの改革を必要とする時期であることに

我々も気付かねばならない。

1 調査概要
(1)平成 9年度確認調査
平成 9年度 (1997年度)は、農業関連開発事業と施設建設関連事業の対応が目立った。公共事業では

農業関係の県営事業 (楠見農免農道)や町主体の施設建設 (体育館、公園造成)に対応した。また、穆佐

城跡は公園整備のための虎口状況確認調査である。民間開発においては、葉煙草生産組合における反転客

土事業で 4遺跡、土砂採取や個人の土地造成において各 1遺跡づつ対応した。記録保存を主体とした調査

では、八久保第 2遺跡で葉煙草生産組合における反転客土事業に伴う調査を実施した。
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表 1 1997年度確認調査一覧表

遺 跡 名 場 所 調査区分 調査期間 原 因 成 果
開発

主体

保存

処置
備考

1
高岡麓遺跡第

11地点
大字内山 確認調査 H9.5。 12 施設建設 陶磁器 高岡町

記録

保存

2 中ノ丸遺跡 大字高浜 確認調査 H9.5.19～21 農道新設 遺構無 宮崎県

Ｏ
υ 八久保遺跡 大字上倉永 確認調査 H9.8.27 反転客土 焼礫 組合

記録

保存

4 永迫第 1遺跡 大字小山田 確認調査 H9.8,28。 29 反転客土 遺構無 組合

5 丹後掘遺跡 大字花見 確認調査 H9.12.1 反転客土
ピット

弥生土器
個人

6
高岡麓遺跡

第12地点
大字内山 確認調査 H9.12.2 公園造成 陶磁器 組合

記録

保存

7 一里山第2遺跡 大字浦之名 確認調査 H9.12.3・ 4 反転客土 遺構無 組合

8 茶屋原遺跡 大字浦之名 確認調査 H10.1.6 土地造成 遺構無 個人

8 橋上遺跡 大字浦之名 確認調査 H10.3.17 土砂採取 焼礫
民間

企業

記録

保存

10 穆佐城跡 大字小山田 確認調査
H10.2.12
～ 3.31

公園整備 虎日の確認 高岡町

(2)平 成 10年度確認調査
平成10年度 (1998年度)は、農業関連事業が中心である。公共事業は県営事業である農道関係 (内山

南農免農道、楠見農免農道)がそのほとんどである。民間開発は茶屋原遺跡で電力会社の鉄塔建設に対応

した。開発予定地は地下式横穴墓調査地 (昭和 40年代)に隣接するため、 トレンチ調査の代わりに磁器
レーダー探査調査を実施した。記録保存を目的とする調査は丹後堀遺跡で個人の反転客土事業、さらに橋

上遺跡で個人企業による土砂採取に対応した。
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表 2 1998年度確認調査一覧表

遺 跡 名 場 所 調査区分 調査期間 原  因 成 果
開発

主体

保存

処置
備考

一里山第4遺跡 大字浦之名 確認調査 H10。 7.28 反転客土 遺構無 組合

９

“ 学頭遺跡 大字下倉永 確認調査 H10。 9.10 道路整備 弥生土器 高岡町
記録

保存

3 高浜中原遺跡 大字高浜 確認調査
H10.10.5
～ 10。 9

道路新設 焼礫 宮崎県
記録

保存

4 押田遺跡 大字五町 確認調査
H10.10。 9
⌒ウ
10。 20
農道新設 焼礫 宮崎県

記録

保存

5 田中遺跡 大字五町 確認調査 H ll.3.18 道路新設 遺構無 宮崎県

6 茶屋原遺跡 大字浦之名 確認調査 H10.12,14 施設建設 集石 ?
民間

企業

記録

保存

磁気レ

ーダー

探査

(3)平 成 11年度確認調査

平成ll年度 (1999年度)は、公共事業については宮崎県における農業関連事業 (ふるさと農道)が中

心で、諸施設建設については例年程度の規模である。農業関連事業は、そのほとんどが大淀川左岸事業に

基づくもので当面は開発が続くものと思われる。公共事業における対応策は、農道については路線内でト

レンチ等による確認調査を実施し、その内 3地区においてはプラント・オパール分析を合わせておこなっ

た。分析自体は開発部局負担である。民間開発については、宅地造成などの開発はなく個人住宅等の建設

がそのほとんどを占める。個人住宅は増加傾向にあるが、基礎構造に応じて対応した。また、移動電話等

普及に伴い電波鉄塔建設がここ数年みられる。葉煙草の客土反転事業は毎年実施されており、次年度予定

地に対して12月 にトレンチ調査実施している。内ノ八重第 1遺跡で今年度調査した畑地は、AT層 まです

でに削平されており、遺構 。遺物は確認されなかった。
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表 3 平成11年度確認調査一覧

遺 跡 名 場 所 調査区分 調査期間 原 因 成 果
開発

主体

保存

処置
備考

1 高野原遺跡 大字高浜 確認調査
H ll.6.29
～ 7.1

農道新設
縄文土器

焼礫
宮崎県

記録

保存

９

留 八反田地区 大字上倉永 確認調査 Hll.7.5・ 6 農道新設
土師器

墓地
宮崎県

記録

保存

八反田

遺 跡

つ
け 内ノ花見地区 大字下倉永 確認調査 H12.1,7 農道新設 遺構無 宮崎県

4 上新城地区 大字小山田 確認調査 Hll.7.9。 12 農道新設 水田 宮崎県
記録

保存

上新城

遺 跡

5 肱畔地区 大字小山田 確認調査 II ll.7.15 農道新設
焼礫

土師器
宮崎県

記録

保存

肱畔遺

遺 跡

6 宗栄司地区 大字小山田 確認調査
II ll.7.8

H12.1.7
農道新設

木製品

水田
宮崎県

録

存

記

保

梅木田

追 跡

7 永迫第 1遺跡 大字小山田 確認調査 Hll.7.12・ 13 農道新設
縄文土器

焼礫
宮崎県

記録

保存

8 永迫第 2遺跡 大字小山田 確認調査 H ll,7.14 農道新設
縄文土器

焼礫
宮崎県

記録

保存

9 的野遺跡 大字上倉永 確認調査 II ll.7.7 鉄塔建設
土師器

縄文土器

民間

企業

記録

保存

10 橋上遺跡 5区 大字浦之名 確認調査 H ll.12.7 施設建設 縄文土器
民間

企業

工事

立会

内ノ八重

第 1遺跡
大字上倉永 確認調査 H ll.12.10 反転客土 遺構無 組合

12
内ノ八重

第 2遺跡
大字上倉永 確認調査 H ll.12.10 反転客土 遺構無 組合

つ
０ 上新城遺跡 大字小山田 確認調査 H ll.10。 7 農地造成 ピット 個人 盛土
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Ⅲ 八児遺跡

1 はじめに
(1)調査経緯
1996年 7月 に事業主であ か 建設に先立ち文化財の有無についての

照会があった。教育委員会では建設予定地が入児遺跡の範囲に入ることを伝えて、併せて確認調査を実施

した。その結果、遺構等が確認されたため、再度事業主と協議をおこなった。後日事業主から予定通り建

設したいとの意向があった。そのため、教育委員会は事業主と発掘調査における委託契約を締結し11月

日から記録保存を目的とする発掘調査を実施した。費用負担については、県文化課の指導のもとに病院部

分においては事業主負担とし、個人住宅部分と考えられるところは国庫補助事業で舟応した。

(2)遺跡の環境
今回調査した八児遺跡は、大淀川と江川によって挟まれ標高12mの微高地の先端に位置する。この微

高地の西側には弥生時代後期を中心とする学頭遺跡、さらに、江川の東岸 (宮崎市)には県指定の生目村

古墳が存在する。平成 2年に県道拡幅に伴い隣接地で調査がおこなわれ、 7世紀前半代の竪穴住居やの

11世紀後半から12世紀前半代の上媛墓等が検出されている。

(3)調 査概要
ヨ司型穀〕互イよノ〔篤言T擁卦ガ(398、 399、 400、 404‐

1番地である。平成 2年調査地を I区、

平成 4年調査地をⅡ区としていることか

ら、今回の調査地はⅢ区とする。期間は

平成 8年 ll月 5日 から12月 18日 を要し、

調査面積約1,200m2で ぁった。検出され

た遺構は、 6世紀末から7世紀後半にか

けての竪穴住居12軒・溝 2条・土坑 8

基、12世紀～13世紀代の上媛墓や上坑

27基・溝 1条、18世紀の溝 4条である。

竪穴住居は住居中央床面に埋奏があるも

のが 3軒で、カマド施設が確認されたも

のもある。中世の上躾墓は床面に粘土を

貼り付けたものが 1基確認された。近世

の溝状遺構は 2条の溝がほぼ南北方向に

並行して延びている。

2 調査
(1)古墳時代の調査
a 竪穴住居跡
1 号住居跡

(遺構 (3図 )〉  1号 溝と12号土坑第 1国 人児遺跡周辺地形図

-10-
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に切られ西側半分だけ残存する。西側壁南北方向に長さ約6.6mを 計る。柱穴はPlと それに対応するP
2があるがP2は 1号溝により切られておりほとんど残存しない。中央には深さ20cmほ どの上坑があり
焼土が堆積していた。

(遺物 (9図 1。 2)〉 1と 2は奏で中央土坑内から出土した。

2号住居跡

〈遺構 (3図 )〉  5号住居址を切る。北西側壁長さ約6.6mを 計り、方位はN-18°―Eである。北西側壁が南
側半分から西側にカギ状に張り出る。柱穴はP2以外のピットは深さ20cm前後で浅く住居跡に伴う柱穴か

どうかは疑間である。Pl東側で lm四方に焼土が広がって堆積していたが、床面が焼けた様子はない。軽
石製の支脚が出土したことから北側壁面にカマド施設が存在したものと推測されるが構造はわからない。

(遣物 (9図 3～11))住居跡内北西側に集中している。 3は須恵器杯蓋である。 4は杯か婉の形状
である。 5は胎上が精良である。 6は有脚の鉢もしくは婉である。 9は小型の鉢で10を大型の鉢とした。

3号住居跡

〈遺構 (3図)) 2号住居跡の東側にある。北西側壁長さ約3.5m、 南西側壁長さ約3.9mで小規模であ
る。方位は北西壁N-26°‐Eである。柱穴はP2以外のピットは深さ20cm前後で浅い。 P2のすぐ北西側
(北西壁中央よりやや東寄り)に焼上が0.5m四方に広がり堆積する。カマド施設が存在したものと推測さ

れるが構造はわからない。

(遺物 (9図 12)〉  12は胎上が精良であり奏や鉢類の胎土とは異なっており、壷の口縁部と思われる。

4号住居跡

〈遣構 (4図)) 東側を 1号溝に切られる。北西側壁や北東側壁の長さ共に約5.65mを 計る。方位は北
西壁N-22°―Eである。柱穴はPlに対応するものがP4と 思われるがやや浅い。また、 Pl、 P2、 P4
の並びになるのであれば、P5と それに対応するP6も 考慮しなければならない。埋甕は中央床面に据え
られ、甕タト面に接するところは2～ 3 clll幅で赤化している。甕内埋土からは粒子状の炭化片が少量確認さ

れた。カマド施設は片袖のみ残り、焚口付近には楕円形ピットがある。袖部からピットにかけては焼上が

浅く堆積し軽石製の支脚が出上した。袖部は地山土で成形されており内側と上面が赤化している。住居壁

面は袖部より内側35cmほ どが強く赤化している。

(遺物 (9図 13)〉  13は埋奏として使用されていた。胴部中央が張る形状で壼の形状と区別がつかな
いが胎土は粗悪である。その他に径 9 cm前後の円筒形で軽石製の支脚が出土している。

5号住居跡

〈遺構 (6図)) 2号住居跡に切られる。この住居跡は長軸約6.25mの タマゴ型の平面プランで、長軸
方向はN-72C―Wである。柱穴は、Pl以外は浅く、それに対応するものはピットにおいては見あたらない。
ただし、西側に不定形の大きな土坑を伴うことからそれとの関連が考えられる。この土坑は31号で番号

を付しているが埋土の堆積状況からこの住居跡の関連施設と思われる。床面は段差を有して西側が深くな

り安定したものではないが、貯蔵穴的な役割を果たしたものではなかろうか。また、これらの遺構は住居

跡としているが、他の住居跡と比較してプランが異なるうえに炉やカマド等の施設もないことから、居住

目的以外の可能性がある。

(遺物 (9図 14・ 15)) 奏の口縁部と底部である。

6号住居跡

〈遺構 (4図)) 3号溝に切られ、 8号住居跡を切る。方位は東壁N-7° ―Eである。東側壁の長さ5.6m
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で、北側壁約5,Omである。検出面から約20cm下 で床面となり壁面は床面から約55° の傾斜で立ち上がり

垂直ではない。柱穴はPl～ P4が対応すると思われるがP2と P3は深さ15cm前後で浅い。さらにそ
の内側にP5～ P8が対応すると思われるが、(P8)は確認されていない。また、P5～ P7も 深さ10
cm前後で浅い。埋奏は床面中央に据えられるが他の住居跡と異なり赤化していない。カマドはかろうじて

両袖を残すが 4号住居跡と同じように地山上で成形しているものと思われる。焚回のところには浅い落ち

込みがあり、燃焼部の床面中央部には支脚を立てるピットがある。煙道は長さ約65cm、 幅約24cm、 高さ

約llcmで断面は丸みのある長方形を呈する。煙道からつながるピットは径約30cmで、深さ約54cmあ り、

深さ約13clllの ところで煙道上面につながる。ピット床面は煙道床面よりも深い構造となっており雨水対

策かもしれない。焚口から燃焼部にかけては焼土がブロック状に堆積しており、その中から軽石製の支脚

が出上し、焼土の上面からは奏が倒れた状態で出上している。焼土等の堆積状況から造りつけのカマド構

造と思われる。

(遺物 (9図 16～ 27)〉  16は須恵器で杯蓋である。17は土師器杯蓋でカマ ドのすぐ西側で出土した。
19～ 24は奏である。19は 口縁部が短く外反する。21はカマド焚口焼土で出上した奏底部で胴部から口縁

部にかけては図化に耐えない。22は埋奏である。23は脚付きである。25と 26は甑で、25は把手が付いて

いる。27は砂岩質の敲石で 5面に敲打痕がみられる。その他には須恵器奏の胴部片が数点出土している。
7号住居跡

〈遺構 (5図 )〉  調査区北側に位置し、遺構の半分以上は調査区域外である。南西側壁長さ約4.2mを
呈し、方位は北西壁でN‐22° ―Eである。南西側壁に接する床面が浅く赤化しておりその周辺から遺物が確

認されている。

8号住居跡

〈遺構 (5図 )〉  6号住居跡と35号土坑に切られ 9号住居跡を切る。西壁の長さが6.5mで 12軒中最
大規模である。方形プランではあるが南東側が攪乱により削平されている。方位は西壁N-28° ‐Wである。
壁面は床面から約60° の傾斜で立ち上がり垂直ではない。西壁と東壁にベット状の遺構を設ける。西側

は幅 1.lm、 長さ約4.Omの規模で南側でスロープ状となり床面につながる。東側は攪乱を受けており残存

部で幅0.45mで ある。柱穴はPlと P3と した場合P2と P4がそれに対応するかはやや疑間である。埋
甕は、床面中央に浅い落ち込みがありその端に据えられている。甕の外側に接するところは北西側で強く

赤化 している。

(遺物 (lo図28～31)) 28と 291ま須恵器で杯身であるが、28は 35号土坑からの混入かもしれない。31
は埋奏である。その他に脚付き奏の脚部が出土した。

9号住居跡

8号住居跡に切られる。方形プランになると思われるが、削平が激しくほとんど残っていないため図化
していない。

10号住居跡

〈遺構 (6図 )〉  6号 溝に切られ、10号住居跡に対応すると思われるP3がll号住居跡を切る。さら
に、住居跡の南側は削平されており全体形はわからない。方位は東側壁N-15°―Wである。北側壁から約1.6
mの ところでテラス状に 1段上がる。柱穴はP2と P3が対応すると思われる。Plが対応するかどうか
は西側壁と他のピットが 6号溝による削平のため確認されておらずわからない。カマドは北壁をやや快っ

ており、浅く赤化している。燃焼部はピット状に深くなっており、両袖は確認されていない。埋土は脆い

-13-
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ブロック状の焼上が中心でその上に奏が倒れた形で出土した。

(遺物 (10図 32～41)) 32と 33は土師器杯蓋である。34～39は奏である。34は胴部が強く張る。581ま

カマド焼土直上に横たわった状態で出上した。41は軽石製の支脚で計 3点出土しており、そのうち1点

はカマド焼土内からである。その他に須恵器としては1点だけ隼上りⅢ型式と思われる杯蓋が出土したが

図化には耐えられない。

11号住居跡

〈遺構 (5図)) 22号土坑を切る。南側が調査区外で全外形はわからないが、北側壁がやや弧を描く

ようなプランである。そのため柱穴はどれが姑応するかは不明である。

SC 21

127m
,

12.8m

ｋ

１１

＝

＝

Ⅲ

Ｉキー

＝

ｌｉ

ｒ

Ｅ

∞

劇

，

SC 35     1

Ｅ

卜

Ｎ
，

Ｅ

卜

Ｎ
ｒ

一

ユ
Ю
Ｎ
ヨー
雨

Ⅲ

Ｍ
Ч

＝

127m

12.7m

第 7図 土坑実測図
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(遺物 (10図 42)〉

ヤヽる。

隼上りI型式と思われる須恵器杯蓋である。その他には奏等の胴部片が出土して

12号住居跡

〈遺構 (6図 )〉  南側は調査区外で全体形はわからないが、北側のカマドがあるところが突出し平面プ
ランが凸状になる。東側壁の一部は階段状となるがその床面は硬化面ではない。方位は西側壁でN‐5° ―E

である。カマドの左右両側はテラス状に段を有するが、これは焚口から燃焼部となるところの地山面を掘

削することで両袖部としている。そのため煙道は燃焼部から比べると高い位置にある。煙道は床面がわず

かに残っている程度で長さ約1.lmで切れている。焚き口は長いピットがあり、焚口から煙道にかけては

焼土が堆積する。床面のピットは3カ所検出されたが柱穴として対応するものが見あたらない。

(遺物 (10。 11図 43～ 61)〉  須恵器は43と 44である。44の底部はヘラ切りで回縁部から徳部にかけては
ヨコナデ調整である。47は皿であろう。49～ 56(52除 く)は土師器奏である。49と 501よ口縁部の形状が

他の奏と異なっており時期的な相違 (遺物の一部流れ込み)が認められる。52と 57～ 59は鉢である。57

には粘土組の痕跡が残る。60と 61は甑で61には穿孔が認められる。その他には須恵器甕の胴部片が出土

している。

b 溝状遺構
〈遺構 (2図 )〉  溝状遺構は 5号溝と7号溝の 2条である。 5号溝は西側と南側が調査区外で全体形は
わからないが、不定型なプランをなし、床面がやや南西側に深くなるが全体的に平坦に近く浅い。 7号溝

12.7m

第 8図 土坑実測図 (2)
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も南側が調査区外である。幅約1.6mで両側にテラス状の段を 1段有し、その段に両壁上面には小さい

ピットが並ぶ。床面は平坦で断面箱形となる。

(遺物 (11・ 12図62～ 78)〉 62～ 741よ 5号溝出土である。62は須恵器で有蓋の高郭である。 5号溝か

らはその他に隼上りⅢ型式と思われる杯身があり出土遺物に時期幅がある。72～ 741よ甑で73と 74は底部

が月巴厚し安定している。75～78が 7号滞出上である。75は片口土器である。

c 土坑

〈遺構 (7・ 8図 )〉  9号 土坑は8号住居跡を切る。34号土坑は 3号溝に切られる。長軸約4.Om、 短軸
約2.35mの 平面が姫だるまに似た形状を呈す。壁面は傾斜を持つ段を有しながら立ち上がる。床面は長軸

2.lm、 短軸0.45mのプランとなりかなり狭くなる。35号土坑は 8号住居跡を切る。長軸4.Omの細長い土

坑である。床面は部分的に段を有するが埋土に層位は認められない。

(遺物 (12図 79～ 84)〉 79は 9号土坑出土で須恵器の高台付杯である。82～ 841よ 35号土坑出上の須恵

器である。

d まとめ

宮崎県内においては、この時期の須恵器と土師器との関係が未だ不明瞭である。そのため、遺構の時期

については、土師器からの整合性をはかるには無理があると判断し、今回は出土須恵器のみで幅をもたせ

たうえで設定するに留めておきたい。まず、古く位置付けられるものとして 5号溝のTK209型式の高必

(62)がある。次に隼上りI型式の時期がll号住居跡、隼上りI～隼上りⅡ型式にかけては 8号住居跡と

それを切る35号土坑がその時期と思われる。隼上りⅢ型式の時期は10号住居跡で、 5号溝もこの時期ま

＼

/ 4く

/

側¬《1

82  83    m

第12図 古墳時代出土遺物実測図 (4)

一-23-―



Y=
32
72
0

X=
封
17
83
0キ

°
00

9
。 　 い
。
。
。 　 ギ ） 。

ｃ

。
ｉ ｂ ｏ

Ｏ 　 む 　 　 。

● 的 　 “ 　 ６ 　 ｏ

Ｏ 　 ● 　 ｏ
い 　 ９

０ ●

ｓｃ ら げ 甲 止 υ

°
・
0。
●
 
。

●
  
 o

0

『
  
 
γ
 0
3

。°
 5
  
〔 3:
:霊

・
  
86 0
 6
80

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
°

F′
ぎ
θ

G 
O
O 
  
  
 O 電

0 
  
°
  
  
 
°
  
°

.●

..
  
。

。
 
こ
) 
O 
 s

0。

σ
o 
。
 
。
 0
。

〇
〇
。

OO
  
。

G 
IB

°

つ

花
デ

°

O

OS
:1
0 の
0 0

0°

ＳＣ ρ

Ｏ
ＳＣ ｎ 田 〕 　 ∞

0 
0 O
00
°
°
  
  
  
°

(三
)S
C 
7

琴
⊃
ο I
ぴ
fぴ
6沙

° �
二
° が

1患

V銹
〇
∝5
も
。

S。
。
  
 O
:ご
  
ざp
 s
c1
7
  
C(
°

亙
):
:|
!

°  
 
孔
8i
O。
:ゴ
も 唖
3駕
  
も
ユ
14
牝

0 
  
°
  
°
 
°

8ぎ
。

Ｏ 　 ｏ

ＳＣ
‐ （ ） Ｏ Ｏ

。
０ ０

0

O 
SC
 2
8

SC
 2
9と
〕

〔
ユ
)て

9°
品
27

ツ 0

SC
 3
0 
_て

'

ゴ
玩
峰
童
ポ
享
yと
。  
。
_J
 q
c相

Ｏ

ｎ フ

Ｓ
Ｃ
‐
３

C)
.。

°
  
 
。
_ 
  
  
  
(ゝ
sc
」
6 
  
 
°
  
  
 0

Y=
32
68
0

X=
封
17
83
0キ

― ― 商 ト ー ー

Y=
32
68
0

X=
封
17
84
0キ

第
13
図
 
中
世
遺
構
配
置
図



ユ
Ю

∞
ヨ

男

Ｈ

Ｉキ

ー
‐

ド
「ｉｔ
Ｈ

ｕ

引

一

ユ
巾
り
∃
川

＝

川

Ｈ

Ｈ

日

ｕ

Ｎ

Ｃ

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

‐２

Ｓ

SC 8 〉
r__I

SC ll ユ
Ю
・Ｎ
ヨ

Ｌ

ｎ

＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

リ

ー

Ｅ

卜
．劇
ｒ

SC 23    1 I

127m

12.7m

ヽ     プ

第14図 土坑実測図 (1)

一-25-―

127m

0                      2m



SC 28

I

127m

ｍ

Ｅ

卜

．

Ｎ

∵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

‥

‥

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｅ

卜
．Ｎ

ｒ

ｋ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｗ

Ｈ

７
Ｅ

卜
．山
ｒ

―
=r…
・ア

SC 30
1

127m

127m

SC 25   1        SC 26

第15図 土坑実測図 (2)

一-26-―

」

Ｒ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

Ｕ

ｒ
Ｅ
∞
．劇
十

ｈ

ｌｌ

ｌｌ

ＰＥ∞
．飩
ｒ



で新しくなる可能性がある。隼上りⅢ～TK46型式の時期は2号住居跡が当てはまる。TK46か らTK48型

式にかけては 6号住居跡や12号住居跡がその時期と思われるがやや新しくなる可能性もある。以上、出

土遺構は概ねTK209型式～TK48型式の時期にとらえられる。遺構においては、住居跡における特徴とし

て、6号住居跡や 8号住居跡のように壁面が垂直に立ち上がらず外側に傾斜するものがあるということと、

住居跡の床面から検出されたピットは位置的に柱穴となりうるものも含めてそのほとんどが深さ20cm前

後で浅く機能的な面も含めて疑いたくなるようなものが多いということの2点をあげておく。

SC 27    1 SC 20

12 7m              i

オ

12.7m

第16図 上坑実測図
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86

(2)中世の調査
a 溝状遺構
〈遣構 (13図 )) 3号溝の
みである。 6号住居跡及び34

号土坑を切る。幅0.5～ 1.5mを

計り、主軸は東西方向で調査区

よりも西側に延びる。ただ、西第17図 中世出土遺物実測図
側ほど後世の削平により溝の幅が狭くさらに浅くなっている。深さは深いところで0.3m前後である。

b 土坑

〈遺構 (14～ 16図 )〉  1号 土坑は土壊墓である。長軸方位はN-10°‐Wで、長軸1.39m、 短軸0.56mの プ
ランである。壁面は四方とも約87° の傾斜でほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦であるが、厚さ l clllほ

どの黄白色粘土を床面全体に貼り付けている。埋土や床面の状況からは、木棺の痕跡や粘土に被われた痕

跡もなく直葬かもしれない。副葬品はない。

(遺物 (17図 85～ 88)〉  85は玉縁状の口縁を有する白磁で 3号土坑からしゅつどした。861ま糸切 り底
の小皿で25号土坑から出土した。87は 6号土坑から出上した須恵質の片口鉢である。

c その他
ピット群が検出された。ピットの規模は径10～20cmがほとんどで小規模である。掘立柱建物跡が在っ

たと思われるが規則性を持って並ぶものは無かった。黒灰色粘性土 (白色粒と赤色粒が混じる)を埋土と

するピットから龍泉窯系の青磁 P(17図88)が出土した。

d まとめ
遺構はほとんどが浅く埋上の層位は単純である。埋土は遺構ごとに暗灰黒色粘性土と暗灰褐色粘性土と

黒灰色粘性土 (白色粒と赤色粒が混じる)に分けられる。暗灰黒色粘性土と暗灰褐色粘性土からは12世

紀代の遺物が出土し、黒灰色粘性土 (白色粒と赤色粒が混じる)か らは13世紀代の遺物が出土している。
3～ 8、 10～ 13、 15～ 17、 23、 24号の各土坑が前者で、 3号溝と1、 2、 14、 18～ 21、 25～ 30号の各土坑
(土媛)が後者であるが一概ではない。

(3)近 世の調査
a 溝状遺構
(遺構 (18図)) 1号溝は 1号住居跡と4号住居跡を切る。幅約2.Om前後、方位はほぼ南北方向で調
査区外にまっすぐ延びる。壁面は両側に部分的ではあるがテラス状の段を有し立ち上がる。床面は幅0.5

mで狭い。遺構検出面から床面まで約0,7m前後で床面の海抜高は北側よりも南側が低い。 2号溝は東側

が調査区外で全体形はわからない。 4号溝と6号溝は後世の削平により非常に浅くなっているものと思わ

れ一連の遺構と考えられる。

(遺物 (19図、89。 90)) 891よ 1号溝床面で出土した18世紀中頃の青磁染付碗で、見込みと竹笹文を施

す。901よ 2号溝で出上した染付の小杯である。

b まとめ
1号滞と 4、 6号溝の間隔は約25mで、同一方向に並行して延びている。しかも南北に軸を採ってお

り区画性の強い遺構であるといえる。

―-28-―
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最後に、調査ならびに整理にあたり、開発主で

あ をはじめ調査地周辺の方々、さらには

柳沢一雄 (宮崎大学教授)、 大橋康二 (佐賀県文化

財課 )、 面高哲郎。石川悦雄・谷口武範・和田理啓

(宮崎県埋蔵文化財センター)、 吉本正典。松林豊樹

(宮崎県文化課)、 永友良典 (県立妻高等学校)の

各諸氏にはご協力を頂き、記して感謝申し上げま

す。

第 19図 近世出土遺物実測図
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表 4 出土遺物観察表
物
号
遺
香

図
号
挿
香

版
号
図
番

土
構
出
遺 種別 器形

法 量 (mm) 調 整 等
備考

口径 低径 器高 外  側 内  411
1 SAl 土師器 菱 ナデ ナデ

SAl 土師器 奏 142 ナデ、粘土紐痕跡 ナデ

3 SA2 須恵器 杯蓋 ヨコナデ ヨコナデ
SA2 土師器 杯身 ナ デ ナ デ

5 SA2 土師器 杯蓋 丁寧なナデ 丁寧なナデ
SA2 土師器 有脚鉢 ? ナデ ナ デ

SA2 土師器 奏 ナデ ナ デ

SA2 土師器 養 ナデ ナデ

SA2 土師器 鉢 ヘラナデ ヘラナデ
SA2 土師器 鉢 粘土紐痕跡 粘土紐痕跡
SA2 土師器 甑 ナデ ナデ

SA3 土師器 〓空 丁寧なナデ 丁寧なナデ
7 SA4 土師器 養 ナ デ ナデ

SA5 土師器 奏 140 ナ デ ナデ

SA5 土師器 奏 ナ デ ナデ

SA6 須恵器 杯蓋 108 ヨコナデ ヨコナデ
7 SA6 土師器 杯蓋 ヨコナデ ヨコナデ
7 SA6 土師器 杯身 ナ デ ナデ

SA6 土師器 奏 ナ デ ナデ

SA6 土師器 養 ナ デ ナデ

SA6 土師器 奏 ヘラナデ ナ デ

7 SA6 土師器 奏 ヘラナデ ナ デ

SA6 土師器 有脚奏 ナ デ ナ デ

9 SA6 土師器 奏 ナ デ ナデ

9 7 SA6 土師器 甑 ナ デ ナデ

SA6 土師器 甑 ナ デ ナデ

―-30-―



物
号
遺
番
挿図
番号

倣
号
凶
番
出土

遺構
種別 器形

法 量 (mm) 調   整   ‐等
備考

日 径 低 径 器 高 外  側 内  側
SA8 須恵器 杯蓋 ヨコナデ ヨコナデ

SA8 須恵器 杯 蓋 ヨコナデ ヨコナデ

SA8 土師器 甕 ナデ ナデ

SA8 土師器 甕 ナ デ ナデ

SA10 土師器 杯 蓋 ナ デ ナデ

SA10 土師器 杯 蓋 ナ デ ナデ

SA10 土師器 甕 ナ デ ナデ

SA 0 土師器 萎 ナ デ ナデ

SA 0 土師器 菱 ナ デ ナ デ

SA 0 土師器 甕 ナ デ ナ デ

SA 0 土師器 奏 140 ナ デ 粘土紐痕
SA 0 土師器 奏 146 200 ナ デ 粘土紐痕

42 SA 1 須恵器 杯蓋 ヨヨナデ ヨコナデ

43 SA 2 須恵器 杯蓋 ヨヨナデ ヨコナデ

44 SA 2 須恵器 杯身 ヘラ切 リ ヨコナデ ヨヨナデ

Ъ SA 2 土師器 杯身 丁寧なナデ ナデ

SA 2 土師器 婉 ヨコナデ ナデ

SA 2 土師器 皿 丁寧なナデ 丁寧なナデ

SA 2 土師器 奏 ナ デ ナデ

SA 2 土師器 甕 ナ デ ナデ

SA 2 土師器 奏 ナデ 粘土紐痕 ナデ 粘土紐痕
SA 2 土師器 奏 粘土紐痕 粘土紐痕

SA 2 土師器 鉢 ヘラナデ 粘土紐痕 粘土紐痕

SA 2 土師器 発 ナ デ ナ デ

SA 2 土師器 奏 ヘラナデ ナ デ

SA 2 土師器 藷 ナ デ ナ デ

SA 2 土師器 奏 荒いヘラナデ ナデ

SA 2 土師器 鉢 272 ナデ 粘土紐痕 ナデ 粘土紐痕
SA 2 土師器 鉢 ナ デ ナ デ

11 SA 2 土師器 鉢 ナ デ ヘラナデ

SA 2 土師器 甑 ナ デ ナデ

SA 2 土師器 甑 荒いヘラナデ ナデ 穿孔

SD5 須恵器 高郭 回転ヘラ削リ ヨコナデ ヨコナデ

SD5 土師器 奏 ナ デ ナ デ

SD5 土師器 奏 ナ デ ナデ

SD5 土師器 藷 210 ナデ ナデ 粘土紐痕
SD5 土師器 奏 ナ デ ナデ 粘土紐痕
SD5 土師器 奏 ナデ ナデ

SD5 土師器 養 ナデ ナデ

SD5 土師器 萎 ナデ ナ デ

SD5 土師器 奏 ナデ

SD5 土師器 高不 ナ デ ナデ

SD5 土師器 甑 ナデ 粘土紐痕 ナデ 粘土紐痕
8 SD5 土師器 甑 ナ デ ナデ

74 8 SD5 土師器 甑 ナ デ ナ デ

SD7 土師器 片口鉢 ナデ ナ デ

SD7 土師器 鉢 ナデ ナ デ

SD7 土師器 鉢 ナデ ナデ

SD7 土師器 甑 ナデ ナデ

79 SC9 須恵器 杯身 ナデ ナデ

80 SC31 土師器 高郭 ? ミガキ ナデ

SC31 土師器 高杯 ナデ ナデ

SC35 須恵器 杯蓋 44 回転ヘラ削リ ヨコナデ ヨヨナデ

SC35 須恵器 杯蓋 43 回転ヘラ削 リ ヨコナデ ヨヨナデ

SC35 須恵器 杯身 回転ヘラ削 リ ヨコナデ ヨコナデ

7 SC3 白磁 碗 回転利用のナデ 回転利用のナデ

SC25 土師器 小皿 ナデ 糸切り ナ デ

SC6 須恵器 鉢 回転利用のナデ 回転利用のナデ

青磁 碗 回転利用のナデ 回転禾U用のナデ

SDl 青磁染付 碗 見込み 竹笹文
SD2 染付 /Jヽ杯 畳付施釉無竹文

物
号
遺
番

図
号
挿
番

版
号
図
番

土
構
出
遺 種別 器形

法 量 (mm)
材質 備考

口径 低径 器高

SA6 石器 敲石 砂岩

SA10 石器 敲石 砂岩

SA10 石製品 支脚 軽石
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図版 1

八児遺跡周辺

調査区全景
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全景 (南から)

1号住居跡と 1号溝

2号住居跡
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図版 3

3号住居跡

4号住居跡

4号住居埋安
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図版 4

6号住居跡

6号住居カマド

6号住居カマド煙道半載

7号住居跡
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図版 5

8号住居跡

8号住居埋甕

10号住居跡

10号住居カマド完掘状況
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図版 6

12号住居跡

5号清

7号清

34号土坑
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12号住居跡

34号土坑
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図版 7

1号土墳

1号溝断面 (北から)

22

一-38-―

25



図版 8

82
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